
資料２ 

府中市国民保護計画素案の修正 

 
頁・編・章等 意見・案等 取り扱い 

目次１頁 第２編 
 

･「平素からの備えと予防」を「平素からの備え」に修正 
 

･都修正に合わせ、予

防表現を削除 
 

目次２頁 第３編第３章４  
 

･「市長等」を「区市町村長等」に修正 
 

･用語の統一 
 

目次３頁 第３編第 12 章 
 

 

･「他県避難住民等の受入れ」を「他道府県の避難住民等の受入れ」に

修正 
 

・用語の統一 
 
 

目次４頁 第５編第２章 
 

･「平時における警戒・監視」を「平時における警戒」に修正 
 

・都修正に合わせ、監

視表現を削除 
 

１頁第１編第１章 ２  
 

･「第２編 平素からの備えと予防」を 
「第２編 平素からの備え」に修正 
 

･都修正に合わせ、予

防表現を削除 

４頁第１編第３章国民保護に

関する業務の全体像の図中 
 

･●避難住民の誘導中「東京消防庁と協力又は消防団を指揮」を「東京

消防庁と協力、消防団を指揮」に修正 
 

･文言の修正 
 

７頁第１編第４章 (5)  
 

･「のびており」を「延びており」に漢字に修正 
 

･漢字に修正 
 

10 頁第１編第５章 ２(1)②  
 

･「（・・・などや列車等」を「（・・・など）や列車等」に修正 
 

･「）」抜けを訂正 
 

１ 



２ 

12 頁第２編 
 

･「平素からの備えと予防」を「平素からの備え」に修正 
 

･都修正に合わせ、予

防表現を削除 
 

12 頁第２編第１章第１ １ 
 

 

･「【市の各部における平素の業務】（イメージ）」については表のとお

りに修正 
 

･イメージ表現削除 
 
 

13 頁第２編第１章第１ １ 
 

 

･「【参考】東京消防庁（消防署）」を「【参考】東京消防庁（府中消防

署）」に修正 
 

・消防署に府中を冠称 
 
 

13 頁第２編第１章第１ １ 
 
 

・「５ 特殊標章の交付・管理に関すること」を「５ 特殊標章の交付・

管理に関すること（東京消防庁職員に限る。）」に修正 
 

・修正案のとおり補足 
 
 

13 頁第２編第１章第１ ２(2) 
 

･「東京消防庁（消防署）」を「東京消防庁（府中消防署）」に修正 
 

・消防署に府中を冠称 
 

13 頁第２編第１章第１ ２(2)
の後段 
 

・「【市における２４時間体制の確保について】(1)市部局での対応充実」

の本文を削除 
 

・修正案のとおり削除 

14 頁第２編第 1 章第 1 ２(3) 
 

･「【事態の状況に応じた初動体制の確立】（イメージ）」を「【事態の状

況に応じた初動体制の確立】」に修正 
･イメージ表現削除 
 

 
 

･「【職員参集基準】（イメージ）」を「【職員参集基準】」に修正 
 

･イメージ表現削除 
 



15 頁第２編第１章第１ ２(5) 
 

・ 「 
名　称 代替職員(第１順位) 代替職員(第２順位） 代替職員(第３順位)
市長 助役 環境安全部長 総務部長
助役 環境安全部長 総務部長 」を 

 
「 

名　　称 代替職員（第１順位） 代替職員（第２順位） 代替職員（第３順位）
本 部 長

（市　長）
副 本 部 長

（助役・収入役・教育長）
本 部 員
（部長・局長・本部長）

各部・局・本部にてあらかじめ定めておくものとする。

副本部長（助役） 副本部長（収入役） 副本部長（教育長）

環 境 安 全 部 長 総　務　部　長 財　務　部　長

 
」に修正 

 

・地域防災計画に合わ

せて修正を図ったほ

か、今後制定する市の

規則合わせて修正。 

15 頁第２編第１章第１ ２(6) 
 
 
 
 

・「  

矢崎町防災倉庫会議室 矢崎町１－１６

」を 

「  

 

矢崎町防災倉庫会議室 矢崎町１－１６

※　その他、状況に応じて、市施設等を指定するものとする」に修正 

 

・第３次以降の指定に

配慮した。 
 
 
 

15 頁第２編第１章第１ ３(1) ・「３ (1) 東京消防庁（消防署） 
     市は、東京消防庁（消防署）からの情報を受け、その初

動体制を把握する。また、地域防災計画における東京消防庁

（消防署）」を 
「３ (1) 東京消防庁（府中消防署） 

・消防署に府中を冠称 

３ 



４ 

      市は、東京消防庁（府中消防署）からの情報を受け、そ

の初動体制を把握する。 
      また、地域防災計画における東京消防庁（府中消防署）」 

に修正 
 

16 頁第２編第１章第１ ３(2) 
 

･「地域住民の消防団への参加促進」を削除 
･「訓練に消防団を参加させるよう配慮する。」を「訓練に消防団が参

加できるよう配慮する。」に修正 
 

･消防団員定数充足の

ため削除及び語句の

修正 
 

17 頁第２編第１章第２ ・「国、都、他の市町村」を「国、都、他の区市町村」に修正 ･用語の統一 

17 頁第２編第１章第２ １(2) 
 

・「国、都、他の市町村」を「国、都、他の区市町村」に修正 
 

･用語の統一 
 

18 頁第２編第１章第２ １(6) 
 

・「東京消防庁（消防署）」を「東京消防庁（府中消防署）」に修正 
 

・消防署に府中を冠称 
 

19 頁第２編第１章第２ ５ 
 

・「東京消防庁（消防署）」を「東京消防庁（府中消防署）」に修正 
 

・消防署に府中を冠称 
 

19 頁第２編第１章第２ ６(1) 
 

・「東京消防庁（消防署）」を「東京消防庁（府中消防署）」に修正 
 

・消防署に府中を冠称 
 

22 頁第２編第１章第４ ２(5) ・「○ 市は、都及び東京消防庁が行う」を「○ 市は、都及び東京消

防庁（府中消防署）が行う」に修正 
 

・（府中消防署）を追

加 

23 頁第２編第１章第４ ３(1) 
【収集・報告すべき情報】の枠

内 
 

･「 ⑦居所 
 ･･･  
⑨ 安否情報の提供に係る同意の有無 
⑩ ⑦及び⑧のほか、連絡先その他安否の確認に必要と認めら 

・安否情報省令に基づ

く修正 



れる情報  
２ 死亡した住民 
（上記①～⑥に加えて） 
⑪ 死亡の日時、場所及び状況 
⑫ 死体の所在             」を 

 「 ⑦ 負傷や疾病の有無 
･･･ 

⑨ 現在の居所 
⑩ 連絡先その他安否の確認に必要と認められる情報 
⑪ 安否情報の提供に係る同意の有無等 

   ２ 死亡した住民 
（上記①～⑥、⑩に加えて） 
⑫ 死亡の日時、場所及び状況 
⑬ 死体の所在安置場所 
⑭ 安否情報の提供に係る配偶者等の同意の有無等」に修正 
 

ｒ24 頁第２編第１章第４ ３

(1) 
の図中 
 

・「大規模事業所、医療機関、諸学校、警察署、消防署等」を 
「医療機関、府中警察署、府中消防署、大規模事業所、諸学校等」 
に修正 

・警察署及び消防署に

府中を冠称 
･都修正による、機関

の順序の変更 
 

 ・「○ 都管理の学校、病院等」を「○ 都管理の病院、学校等」に修

正 
･都修正に合わせ、機

関の順序の変更 
 

 ・「日本赤十字社東京都支部 外国人の安否情報の収集・提供」を 
「日本赤十字社東京都支部 外国人の安否情報の収集・回答」に 
修正 

･都修正に合わせ、文

言の修正 

５ 



６ 

24 頁第２編第１章第４ ３(2) ･「医療機関、諸学校、大規模事業所等の安否情報を保有し、」を 
「医療機関、大規模事業所、諸学校等の安否情報を保有し、」に修正 

 

･都修正に合わせ、機

関の順序の修正 

24 頁第２編第１章第４ ３(2)
枠内 

･「区域内の大規模事業所、医療機関、諸学校、警察署、消防署等」を 
「区域内の医療機関、府中警察署、府中消防署、大規模事業所、 

諸学校等」に変更 
 

・警察署及び消防署に

府中を冠称 
･都修正に合わせ、機

関の順序の変更 
25 頁第２編第１章第４ ４(1) 
 
 
 
 
 
 
 
 

《被災情報の収集・報告系統》 
・「 

市各部課人
的
被
害
・
住
家
被
害
等 警察署

情報提供

情報提供

消防署

市国民保護対策本
部

東京消防庁

警視庁

都

（
対
策
本
部

）

国

（
対
策
本
部

）

   」を 

･市の他機関との連携

に配慮 

 
 
 
 
 
 
 
 

「 

市各部課

人
的
被
害
・
住
家
被
害
等

府中警察署

府中消防署

市国民保護対策本
部

東京消防庁

警視庁

都

（
対
策
本
部

）

国

（
対
策
本
部

）

 
」に修正 

 



26 頁第２編第１章第５ 
 

・「これら標章等・・・」を「これら特殊標章等」に修正 
 

･文言の修正 
 

27 頁第２編第１章第６ ２(1) 
 

・「・・・警察、自衛隊等との連携を図る。」を「・・・警察、消防、

自衛隊等との連携を図る。」に修正 
 

･新たに「消防」を追 

加 
 

28 頁第２編第１章第６ ２(3)
⑤ 

・「東京消防庁（消防署）」を「東京消防庁（府中消防署）」に修正 
 

･消防署に府中を冠称 

30 頁第２編第２章 １(3) 
 
 
 
 

・「また、東京消防庁は、「消防のふれあいネットワークづくり」を活

用する。」を「また、東京消防庁は、災害時要援護者が正しい情報や

支援を得て、適切に避難等の行動をとるため「消防のふれあいネッ

トワークづくり」を活用する。」に修正 
 

･｢消防のふれあいネ

ットワークづくり」に

ついて補足した。 

34 頁第２編第３章 １(3) 
 

･「（3）都及び他市との連携」を「（3）都及び他区市町村との連携」

に修正 
･用語の統一 

 
 

･「他の市や事業者等の間で・・・」を「他の区市町村や事業者等の 
間で・・・」に修正 

 

･用語の統一 
 
 

36 頁第２編第４章 １(1) 
 

・「なお、消防署は、・・」を「なお、府中消防署は、・・・」に修正 
 

･消防署に府中を冠称 
 

38 頁第３編第１章 １(1)① 
 

・「【市緊急事態連絡室（仮称）の構成等】＜イメージ＞」を「【市緊急

事態連絡室（仮称）の構成等】」に修正 
 

･イメージ表現削除 
 

39 頁第３編第１章 １(1)② 
 

・「警視庁（警察署）、東京消防庁（消防署）」を「警視庁（府中警察 
署）、東京消防庁（府中消防署）」に修正 

 

･警察署及び消防署に

府中を冠称 
 

７ 



８ 

41 頁第３編第２章 １(1)⑥ 
 
 
 
 
 
 
 

・ 「市は、市対策本部が被災した場合等市対策本部を・・・下記の 
順位にしたがい市対策本部を予備施設に設置する。なお、・・・ 

  

矢崎町防災倉庫会議室 矢崎町１－１６

 」を 

「市は、市対策本部が被災した場合等、市対策本部を・・・下記 
の順位にしたがい市対策本部を予備施設に設置する。 
なお、・・・ 

矢崎町防災倉庫会議室 矢崎町１－１６

※　その他、状況に応じて、市施設等を指定するものとする」に修正 

 

・文言修正と前述のと

おり 
 
 
 

42 頁第３編第２章 １(3) 
 ・ 「【市対策本部の組織構成及び各組織の機能例】 

総務部 秘書係 環境安全部 指令係
調査係 環境係
広報係 地域安全係
情報受信係 清掃係
職員係 下水道係
情報係 都市整備部 管理係

財務部 財政係 土木係
調査第1係 建築係
調査第2係 危険度判定係

車両係 協力第1係
契約係 協力第2係
協力第1係 出納部 出納係
協力第2係 学校教育部 庶務係

生活文化部 庶務係 保健係
保険福祉係 協力係
住宅係 生涯学習部 生涯学習係
救護係 体育係
産業経済係 図書館係
協力係 美術館係

福祉保健部 厚生係 第1協力部 協力係
福祉係 第2協力部 協力係
医務係 第3協力部 協力係
協力第1係 第4協力部 協力係
協力第2係 府中市消防団
協力第3係

子ども家庭部 保育係
児童係
協力係

（市対策本部長の
補佐機能）

決定内容
の指示

市対策本部

市対策本部長（市長）

市対策副本部長
（本部員のうちから市長が指名）

市対策本部員
１　助役
２　市教育委員会教育長
３　消防長又はその指名する消防吏
員
４　前各号に掲げる者のほか、市長
が

支援要員
派遣

統　括　班

対　策　班

情報通信班

広　報　班

庶　務　班

対策本部長の意思決定を補佐

現地対策本部

各部課

市対策本部の組織及び機能

」を 
「 

・市対策本部の見直し

を行った。 



総務部 秘書係 環境安全部 指令係
調査係 環境係
広報係 地域安全係
情報受信係 清掃係
職員係 下水道係
情報係 都市整備部 管理係

財務部 財政係 土木係
調査第1係 建築係
調査第2係 危険度判定係

車両係 協力第1係
契約係 協力第2係
協力第1係 出納部 出納係
協力第2係 学校教育部 庶務係

生活文化部 庶務係 保健係
保険福祉係 協力係
住宅係 生涯学習部 生涯学習係
救護係 体育係
産業経済係 図書館係
協力係 美術館係

福祉保健部 厚生係 第1協力部 協力係
福祉係 第2協力部 協力係
医務係 第3協力部 協力係
協力第1係 第4協力部 協力係
協力第2係 第5協力部 協力係
協力第3係 府中市消防団

子ども家庭部 保育係
児童係
協力係

※　状況により、本部長が班編成するものとする。

（市対策本部長の
補佐機能）※

決定内容
の指示

本部長室

市対策本部長（市長）

市対策副本部長
（本部員のうちから市長が指名）

市対策本部員
１　助役
２　市教育委員会教育長
３　消防署長又はその指名する消
　防吏員
４　前各号に掲げる者のほか、市長
　が当該市の職員のうちから任命す

る者

支援要員
派遣

統　括　班

対　策　班

情報通信班

広　報　班

庶　務　班

対策本部長の意思決定を補佐

現地対策本部

各部課

市対策本部

部

 
」に修正 

 
43 頁第３編第２章１(3) 
 

･「【市対策本部長の補佐機能の編成例】 

情報通信班 ・以下の情報に関する国、都、他の市等
関係機関からの・・・

」を 

「【市対策本部長の補佐機能の編成例】 

 

情報通信班 ・以下の情報に関する国、都、他の区市
町村等関係機関からの・・・ 」に修正 

･用語の統一 
 

43 頁第３編第２章１(3) 
 

・「【市の各部における武力攻撃事態における業務】（イメージ）につい

ては修正し、別表のとおりとします。 
 

・別表のとおり 
（作成中のため省略） 

46 頁第３編第２章１(3) 
 

・「【参考】武力攻撃事態等における東京消防庁（消防署）の業務（東

京都国民保護計画抜粋）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
※ただし、避難準備段階については、４、５、７を役割とする。」を

･消防署に府中を冠称 
 
･都計画に合わせ、修 

９ 



１０ 

「【参考】武力攻撃事態等における東京消防庁（府中消防署）の業務

（東京都国民保護計画抜粋）・・・・・・・・・・・」に修正 
 

正 

46 頁第３編第２章１(4) 
 

･「【市対策本部における広報体制の例】を「【市対策本部における広報

体制】に修正 
 

･文言の修正 
 

48 頁第３編第２章２(2) 
 

･「･･･、直ちに総務省にその状況を･･･を、「･･･、直ちに都を通じて総

務省消防庁にその状況を･･･」に修正 
 

･都に合わせ修正 

51 頁第３編第３章３① 
 

・「・・・努めて当該区域を担当区域とする地方連絡部長又は市の協議

会委員たる隊員を通じて、陸上自衛隊にあっては当該区域を担当区

域とする方面総監、航空自衛隊にあっては当該区域を担当とする航

空方面隊司令官等を介し、・・・・」を「・・・努めて自衛隊東京地

方協力本部長又は防空指揮群司令を通じて、陸上自衛隊にあっては

東部方面総監、航空自衛隊にあっては中部航空方面隊司令官を介

し、・・・・」 に修正 
 

･自衛隊組織に適合さ

せて修正 

51 頁第３編第３章４(1) 
 

・「４ 他の市町村長等に対する応援の要求、事務の委託 
(1) 他の市町村長等への応援の要求 

① ・・・・・他の市町村長等に対して応援を求める。 
② ・・・市との間で締結されている・・・・・・」を 

「４ 他の区市町村長等に対する応援の要求、事務の委託 
(1) 他の区市町村長等への応援の要求 

① ・・・・・他の区市町村長等に対して応援を求める。 
②・・区市町村との間で締結されている・・」に修正 

 

・用語の統一 
 



52 頁第３編第３章６(1) 
 

・「(1) 他の市に対して行う応援等 
① 市は、他の市から・・・ 
② 他の市から・・・・・・」 

                 を 
「(1) 他の区市町村に対して行う応援等 

① 市は、他の区市町村から・・・ 
② 他の区市町村から・・・・・・」に修正 

 

･用語の統一 
 

61 頁第３編第６章第１ ２(2) 
 

・「市長は、東京消防庁（消防署）・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・東京消防庁（消防署）・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 また、・・・・・東京消防庁（消防総監又は消防署長）・・・・・・・・ 
なお、・・・・・警視庁（警察署）・・・・・・・・・・・・」を 
「市長は、東京消防庁（府中消防署）・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・東京消防庁（府中消防署）・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 また、・・・・・消防総監又は府中消防署長・・・・・・・ 
 なお、・・・・・警視庁（府中警察署）・・・・・・・・」に修正 
 

･消防署及び警察署に

府中を冠称 
 

64 頁第３編第６章第２ ２(1) 
 

･「市は、都、警察署、消防署等の関係機関と緊密な意見交換を行いつ

つ、複数の避難実施要領のパターンを作成するものとする。」を 
「市は、都、府中警察署、府中消防署等の関係機関と緊密な意見交換

を行いつつ、複数の避難実施要領のパターンをあらかじめ作成して

おくものとする。」に修正 
 

･警察署及び消防署に

府中を冠称、また避難

実施要領をあらかじ

め作成することを記

載 
 

66 頁第３編第６章第２ ２

(６) 
 

・「また、市長は、直ちに、その内容を市の他の執行機関、消防署長、

警察署長及び自衛隊地方連絡部長並びに・・・」を「また、市長は、

直ちに、その内容を市の他の執行機関、府中消防署長、府中警察署

長及び自衛隊東京地方協力本部長並びに・・・」に修正 

･消防署長及び警察署

長に府中を冠称 
･自衛隊組織に適合さ

せて修正 

１１ 
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66 頁第３編第６章第２ ２

(６) 
 

・図中「  
消 防 機 関 警 察 署 長

自衛隊の部隊等の
長  」を 

 
   「 

    

府中消防署長 府中警察署長

自衛隊東京地方協
力本部長 」に修正 

･消防機関を府中消防

署長に訂正及び警察

署長に府中を冠称 
･自衛隊組織に適合さ

せて修正 
 

67 頁第３編第６章第２ ３(1)
① 

・「消防総監及び消防団長」を「消防総監（府中消防署長）及び消防団

長」に修正 
 

・（府中消防署長） 
を追加 
 

68 頁第３編第６章第２ ３(2) 
 

・「消防総監（消防署長）・・・なお、・・・消防総監又は消防署長・・・」 
 を「消防総監（府中消防署長）・・・なお、・・・消防総監又は府中

消防署長・・・」に修正 
 

･消防署長に府中を冠

称 
 

68 頁第３編第６章第２ ３(3) 
 

・「警察署長」を「府中警察署長」に修正 
 

･警察署長に府中を冠

称 
 

68 頁第３編第６章第２ ３(7) 
 

・「市職員及び消防は・・・」を「市職員及び消防職員・団員等は・・・」

に修正 
 

･消防署員・団員等に

統一 
 



69 頁第３編第６章第２ ３(9) 
 
 

･「市は、警視庁（警察署）が行う・・・警視庁（警察署）と協力し、・・・」

を「市は、警視庁（府中警察署）が行う・・・警視庁（府中警察署）

と協力し、・・・」に修正 
 

･警察署に府中を冠称 
 

69 頁第３編第６章第２ ３(12)
② 

･「他の市と競合するなど」を「他の区市町村と競合するなど」に修正 ･用語の統一 

71 頁第３編第６章第２ ４(1)
① 
 
 
 

・「 ゲリラ・特殊部隊による攻撃の場合 
・・・各執行機関、都、警視庁（警察署）、東京消防庁（消防署）、

自衛態等の・・・」を 
「 ゲリラ・特殊部隊による攻撃の場合 
・ ・・各執行機関、都、警視庁（府中警察署）、東京消防庁（府中消

防署）、自衛隊等の・・・」に修正 
 

･警察署及び消防署に

府中を冠称 
 

76 頁第３編第７章 ２(3) 
 

･「都内の他の市」を「都内の他の区市町村」に修正 ･用語の統一 

77 頁欄外（＊） ・「（＊）都は、・・・ 
   避難所支援本部は、市等を通じて・・・・について、市による

避難所運営を・・・」を  
 「（＊）都は、・・・ 
   避難所支援本部は、区市町村等を通じて・・・・について、区

市町村による避難所運営を・・・」に修正  
 

･用語の統一 

79 頁第３編第７章 ４(9) 
 
 

・「(9) 死体の捜索及び処理」を「(9) 行方不明者の捜索及び死体の

処理」に修正 
 

･表題と内容の整合を

図った。 
 

81 頁第３編第８章 図中 
 

・「大規模事業所、医療機関、諸学校、警察署、消防署等」を 
「医療機関、府中警察署、府中消防署、大規模事業所、諸学校等」 

・警察署及び消防署に

府中を冠称 

１３ 



１４ 

 に修正 
 

･機関の順序の変更 
 

81 頁第３編第８章 図中 
 

・ 「○ 都管理の学校、病院等」を「○ 都管理の病院、学校等」に

修正 
 

･都修正に合わせ、機

関の順序の変更 
 

81 頁第３編第８章 図中 
 

・「日本赤十字社東京都支部 外国人の安否情報の収集・提供」を 
「日本赤十字社東京都支部 外国人の安否情報の収集・回答」に 
修正 
 

･都修正に合わせ、文

言の修正 

81 頁第３編第８章 １(1) ･「市は、避難住民の誘導の際に、避難住民等から任意で収集した情報

のほか、住民基本台帳、外国人登録原票等市が平素から行政事務の

円滑な遂行のために保有する情報を参考に、避難者名簿を作成する

等により安否情報の収集を行う。 
また、市は、あらかじめ把握してある医療機関、諸学校、大規模

事業所等安否情報を保有している関係機関に対し、安否情報の収集

についての協力を求める。」を 
「市は、避難住民や負傷或いは死亡した住民の安否情報を、避難住民

や医療機関などの関係機関から、武力攻撃事態等における安否情報

の報告方法並びに安否情報の照会及び回答の手続その他の必要な事

項を定める省令（総務省令。以下「安否省令」という。）に規定する

様式（以下「省令様式」という。）第１号及び第２号により収集する。 
ただし、やむを得ない場合は、市長が適当と認める他の方法によ

り収集する。」 に修正 

･安否情報省令の改正

に基づく修正 

81 頁第３編第８章 １(1) ・「大規模事業所、医療機関、諸学校、警察署、消防署等」を 
「医療機関、府中警察署、府中消防署、大規模事業所、諸学校等」 
に修正 

 

・警察署及び消防署に

府中を冠称 
･都修正により、機関

の順序の変更 



81 頁第３編第８章 １(1) ・ 「都管理の避難施設、都の施設（学校、病院等）」を 
「都管理の避難施設、都の施設（病院、学校等）」に修正 

 

･機関の順序の変更 
 

81 頁第３編第８章 １(2) ･「（２）安否情報収集の協力要請」を「（２）安否情報収集への協力要

請」に修正 
･文言の修正 

 ･「･･･、必要な範囲において、安否情報の提供への協力を行うよう要

請する場合は、･･･」を「･･･、安否情報の収集についての協力を要

請する場合は、･･･」に修正 
 

･文言の修正 

82 頁第３編第８章 ２ ･「･･･、安否情報省令第１条に規定する様式第１号に必要事項を記載

した書面（電磁的記録を含む。）を、電子メール等で都に送付する。た

だし、事態が急迫してこれらの方法によることができない場合は、･･･」

を 
「･･･、省令様式第３号に必要事項を記載した書面（電磁的記録を含

む。）により都に送付する。ただし、事態が急迫している場合などこ

れらの方法によることができない場合は、･･･」に修正 
 

･安否情報省令の改正

に基づく修正 

82 頁第３編第８章 ３(1)① 
 

･「･･･安否情報の照会窓口、電話及びＦＡＸ番号、メールアドレスに

ついて、･･･」を、「･･･安否情報の照会窓口や照会方法について、･･･」

に修正 
 

･文言の修正 

82 頁第３編第８章 ３(1)② 
 

･「･･･、原則として市対策本部に設置する対応窓口に、安否情報省令

に規定する様式第２号に必要事項を記載した書面を提出することによ

り･･･」を 
「･･･、原則として省令様式第４号に必要事項を記載した書面を窓口に

提出することにより･･･」に修正 
 

･安否情報省令の改正

に基づく修正 

１５ 



１６ 

82 頁第３編第８章 ３(2) 
 

３(1)②の記述の後に 
・「(2)照会者の本人確認 

① 区市町村は、窓口において安否情報の照会を受け付ける際に

は、照会者の本人確認を行うため、本人であることを証する書

類（運転免許証、健康保険の被保険証等）を窓口において提出

又は提示させる。 
② 区市町村は、口頭や電話、電子メールなどによる安否情報の

照会で、本人であることを証する書類を提出又は提示させるこ

とができない場合は、照会者の住所、氏名、生年月日、性別（以

下「４情報」という。）について、住民基本台帳と照合すること

により本人確認を行う。 
なお、照会者が他区市町村に住所を有する場合は、安否省令

第３条第３項に基づき、当該区市町村に問い合わせることによ

り４情報を照合し、本人確認を行う。」 を挿入 
 

･安否情報省令の改正

に基づく修正 

82 頁第３編第８章 ３(2) 
 

・ 「(2) 安否情報の回答 
① ･･･、安否情報の照会を行う者の身分証明書により本人確認

等を行うこと等により、･･･、安否情報省令第３条に規定する様

式第３号により、･･･」を 
「(3) 安否情報の回答 

① ･･･、 (2)により本人確認等を行った上で、･･･、省令様式第

５号により、･･･」に修正 

･番号の修正 
･安否情報省令の改正

に基づく修正 

82 頁第３編第８章 ３(3)② 
 

・ 「･･･、必要と考えられる安否情報項目を様式第３号により回答す

る。」を 
「･･･、必要と考えられる安否情報項目を省令様式第５号により

回答する。」に修正 
 

･安否情報省令の改正

に基づく修正 



82 頁第３編第８章 ３(4) 
 

・ 「(3) 個人の情報の保護への配慮」を 
「(4) 個人の情報の保護への配慮」に修正 
 

･番号の修正 
 

83 頁第３編第８章 ４ 
 

・ 「･･･、３の安否情報の照会に対する回答（２）及び（３）と同様

に、･･･」を 
「･･･、３（３）及び（４）と同様に、･･･」に修正 
 

･文言の修正 

84 頁第３編第 9 章第１ ２ ･「(1) 都知事への通知」を削除 ･括弧立てを削除 

90 頁第３編第９章第２ ４(2) 
 

・「また、消防団は、消防総監又は消防署長の所轄の下に行動する。」

を「また、消防団は、消防総監又は府中消防署長の所轄の下に行動

する。」に修正 
 

･消防署長に府中を冠

称 

91 頁第３編第９章第３ １(2) 
 

・「・・・警視庁（警察署）、東京消防庁（消防署）等・・・」を「・・・

警視庁（府中警察署）、東京消防庁（府中消防署）等・・・」に修正 
 

･警察署及び消防署に

府中を冠称 

91 頁第３編第９章第３ ２(1) 
 

･「市長は、危険物質等に係る武力攻撃災害の発生を防止するため緊急

の必要があると認めるときは、危険物質等の取扱者に対し、武力攻

撃災害発生防止のための必要な措置を講ずべきことを命ずる。 
避難住民の運送などの措置において当該物質等が必要となる場合

は、関係機関と市対策本部で所要の調整を行う。 
なお、危険物質等に係る武力攻撃災害の防止に関し、危険物質等

のうち消防法第２条第７項の危険物については、東京消防庁が次の

措置を行う。 」を 
 「国民保護法施行令第２９条の規定に基づき消防本部等所在市町村

の長が行うこととされている、消防法第２条第７項の危険物（市町

村内に設置される消防法第２条第７項の危険物の製造所、貯蔵所若

･内容の整理、修正 

１７ 
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しくは取扱所（移送取扱所を除く。）又は市町村内の区域のみに設置

される移送取扱所において貯蔵し、又は取り扱うものに限る。）に係

る次に掲げる措置については、東京消防庁が行うこととなる。」に修

正 
 

91 頁第３編第９章第３ ２(1) 
 

･「※ 危険物質等について市長が命ずることができる対象及び措置 
【対象】 

毒物及び劇物取締法第２条第１項の毒物及び同上第２項の劇物

（同法第３条第３項の毒物劇物営業者、同法第３条の２第１項の特

定毒物研究者並びに当該毒物及び劇物を業務上取り扱う者が取り扱

うものに限る。）を毒物及び劇物取締法第４条第１項の登録を受けた

者が取り扱うもの（地域保健法第５条第１項の政令により市又は特

別区が登録の権限を有する場合） 
【措置】 

① 危険物質等の取扱所の全部又は一部の使用の一時停止又は

制限（危険物については、消防法第１２条の３、毒物劇物につ

いては、国民保護法第１０３条第３項第１号） 
② 危険物質等の製造、引渡し、貯蔵、移動、運搬又は消費の一

時禁止又は制限（国民保護法第１０３条第３項第２号） 
③ 危険物質等の所在場所の変更又はその廃棄（国民保護法第１

０３条第３項第３号）  」を 
「【措置】 

① 危険物質等の取扱所の全部又は一部の使用の一時停止又は制限（ 

② 危険物質等の製造、引渡し、貯蔵、移動、運搬又は消費の一時禁止

又は制限

③ 危険物質等の所在場所の変更又はその廃棄  」に修正

 

･内容の整理、修正 



94 頁第３編第９章第４ (4)② 
 
 

・「また、警察等の関係機関と連携して、保健所による消毒等の措置を

行う。」を「また、警察等の関係機関及び保健所と連携して、消毒等

の必要な措置を行う。」に修正 
 

･都に合わせ修正 

96 頁第３編第１０章 ② ・「警視庁（警察署）、東京消防庁（消防署）」を「警視庁（府中警察署）、

東京消防庁（府中消防署）」に修正 
 

･警察署及び消防署に

府中を冠称 
 

96 頁第３編第１０章 ③ ･「市は、被災情報の収集に当たっては、都（＊）に対し火災・災害等即

報要領（消防庁長官通知）に基づき、電子メール、ＦＡＸ等により

直ちに被災情報の第１報を報告する 」を 
 「市は、収集した被災情報の第１報を、都（＊）に対し下記様式を用い

て、電子メール、ＦＡＸ等により直ちに報告する 」に修正 
 

･文言の修正 

96 頁第３編第１０章 ④ ･「市は、第一報を都に報告した後も、･･･、収集した情報についてあ

らかじめ定めた様式に従い、電子メール、･･･。 
なお、･･･、直ちに、火災・災害等即報要領に基づき、都に報告

する。  」を 
「市は、第１報を都に報告した後も、･･･、収集した情報について下

記様式を用いて、電子メール、･･･。 
なお、･･･、直ちに、都に報告する。 」に修正 
 

･安否情報省令の改正

に基づく修正 

96頁第３編第１０章 ④ 【被

災情報の報告様式】について 
 

･「 ･都修正に合わせ、表

の修正 

１９ 



２０ 

市名 死者 行方 全壊 半壊
不明者 重傷 軽症 その他

（人） （人） （人） （人） （棟） （棟）

負傷者
住家被害人的被害

 」を 

                          

  

死者 行方 全壊 半壊
不明者 重傷 軽症 その他

（人） （人） （人） （人） （棟） （棟）

負傷者
住家被害人的被害

 に修正 
 

 ･「※･･･、死者について、死亡地の市名、死亡の年月日、･･･」を 
「※･･･、死者について、死亡の年月日、･･･」に修正 

･都修正に合わせ、文

言の削除と修正 

 ･「  

  

市名 年月日 性別 年齢 概　　況

 」を 

 「 

  

死亡年月日 性別 年齢 概　　況

 」に修正 
 

･都修正に合わせ、表

の修正 



100 頁第３編第１２章 
 

・「第１２章 他県の避難住民の受け入れ」を「第１２章 他道府県の

避難住民の受け入れ」に修正 
 

・都のみ対象外とした

表現とした。 
 

100 頁第３編第１２章 ２ 
 

･「東京消防庁欄「・避難所における火災予防」を「・避難所等におけ

る火災予防」に修正 
 

･脱字修正 
 

103 頁第４編第 1 章 １(2) 
 

･「･･･、直ちに総務省にその状況を･･･を、「･･･、直ちに都を通じて総

務省消防庁にその状況を･･･」に修正 
 

･都修正に合わせ、文

言の修正 

103 頁第４編第１章 ２(2) 
 

・「市は、・・・その管理する道路、鉄道施設、飛行場施設等及びその

所有する港湾施設について、速やかに・・・」を「市は、・・・その

管理する道路、鉄道施設について、速やかに・・・」に修正 
 

・市の実情に整合を図

った。 
 

106 頁第５編 ◎想定される

事態類型 
 

･①の事例「放射性物質保有施設等の破壊、可燃性ガス貯蔵施設等の爆

破、･･･」を、「可燃性ガス貯蔵施設等の爆破、･･･」に修正 
･都修正に合わせ、文

言の削除 

 
 
 
 

・「◎市緊急対処事態対策本部（以下、本章において「市対策本部」と

いう。）設置指定前における事案発生への対処」を「◎市緊急対処事

態対策本部（以下、本編において「市対策本部」という。）設置指定

前における事案発生への対処」に修正 
 

･章を編に修正 

109 頁 第５編第２章 
 

・「平時における警戒・監視」を「平時における警戒」に修正 
 

･都修正に合わせ、監

視表現を削除 
 

111 頁第５編第３章 ３(3)① 
 
 

･「･･･必要に応じて派遣される東京ＤＭＡＴ・医療救護班等と･･･」を

｢･･･必要に応じて派遣される医療救護班等と･･･｣に修正 
 

･都修正に合わせ、文

言の削除 

２１ 



２２ 

 

111 頁第５編第３章 ３(3)③ 
 
 
 

・「○市長は、・・・避難の指示を行うよう要請があった場合、当該住

民等（必要に応じて・・・）に対して避難の指示を行う。」を「○市

長は、・・・避難の指示があった場合、当該住民等（必要に応じて・・・）

に対して避難誘導を行う。」に修正 
 

・都知事、市長の権限

に基づき修正 
 
 

115 頁第５編第４章 １(１) 
 

･「○ 放射性物質保有施設が破壊された場合、放射能汚染又は被ばく

により、住民等に放射線障害が発生するとともに、建物・ライフラ

イン等が長期にわたり機能不全に陥り、社会活動等に支障を来すお

それがある。」を削除 
 

･都修正に合わせ、文

言の削除 
 

115 頁第５編第４章 ４(2)① 
 

・「① 隣接区市町村との情報連絡体制の整備 
○ 生物剤による攻撃は、被害が極めて広範囲に及ぶおそれがあ

るため、市は、隣接区市町村との間で情報を・・・・・・・・」

を 
｢① 隣接市との情報連絡体制の整備 

○ 生物剤による攻撃は、被害が極めて広範囲に及ぶおそれがあ

るため、市は、隣接市との間で情報を・・・・・・・・」に修

正 
 

･隣接を市に統一 


